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Banana Cultivation in the 1930’s and Now Among the Tsou Tribe of Taiwan: 
A Comparison Using the Ethnographic Photos by Kokichi SEGAWA in 1930’s
haRa Eiko*
は じ め に
西暦 2000 年と 2009 年に台湾の南天書局から，台湾原住民族のツォウ族とブヌン族の写真
集『瀬川孝吉　台湾原住民族影像誌』1) が出版された。撮影者は台湾原住民居住区で植物採集
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『民族影像誌』ツォウ族篇は本文が 208 ページである。それが以下のような 10 章に分かれ
ている 2）。
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第 1 章 序説，　　　　　　　 第 2 章 体質，
第 3 章 男性の衣服と装飾品，第 4 章 女性の衣服と装飾品，
第 5 章 集落と建築物，　　　 第 6 章 農業，
第 7 章 漁撈と狩猟，　　　　 第 8 章 飲食，
第 9 章 生活用具の製造，　　 第 10 章 生活及びその他
バナナの記述は 2 か所に見られる。ひとつが植物としてのバナナについてで，第 6 章農業
の項目中に，3 ページ［pp.116-118］を使って写真とその説明が載せられている。もうひと
つがバナナの調理法についてで，これは第 8 章飲食の項目に，「バナナの加工」として 7 ペー
ジ［pp.169-175］にわたって写真と説明がなされている。









（a）ツヌム　ノ　フー cnūmū no cohumū
（b）ツヌム　ノ　ブユクイ cnūmū no buyukui
（c）スバ　マシス suba masūicū





 ［湯浅 2000: 116-118］
2) 各章タイトルの原文は，中国語だったので，日本語に翻訳した。








2） aisisi no suba：aisisi は本当のという意味（写真 1）。7）にも「本当の」という意味の
バナナがあるが違いは不明。




あとからも実がなるので suba no bohboya というのだとい
う。果肉は少し柔らかいという。
（2）ツヌム cnūmū と称するバナナ
4） cnūmū no hu：hu は灰の意味。3）と同じものかどう
かは不明。灰の粉がかかっているような果実ができる。台
湾の市場では粉蕉という名称で，でているという 3)。（写真4）








【写真 4】　4） cnūmū no hu
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5） cnūmū no bankake：bankake は高いという意味で，丈の高さが高いツヌム。（d）と同
じ名称である。（写真 5，写真 6）
栽培者によると suba no bankake というものもあるという。suba no bankake は，果実の
香りは弱く，味は酸っぱいが，熟したらリンゴの味のようにフルーティーだということである。
6）cnūmū no pepe： pepe も 5）同様丈の高さが高いツヌムという意味。ただし 5）とは味
が大きく違い酸っぱい。果実は主に餅をつくるときに利用したという。
7）cnūmū no umunu：umunu はおいしいの意味。
cnūmū no auru　「本当のツヌム」ともいうことができる。酸味が強い。









【写真 5】　5） cnūmū no bankake
筆者と比べて丈が高いのがわかる。
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ツォウ族の 60 代男性の説明によると，フフはツヌムにもスバにも属さず，fuhū とか
fufuhū とのみいうのだと言っていた。なぜなら，一般的には人が食べないので，ツヌムでも
スバでもないのだということであった。こうした見方をする人がいる一方で，フフをツヌム
だとする者もいた。その人は，ツヌムノフフ cnūmū no fuhūということができるといっていた。
ツォウ族で猿のバナナとか，リスのバナナと呼ばれる種のある非食用バナナは，土田滋先
生によるとブヌン族イスブクン Bunun-Isbukun ではハニト（オバケ）のバナナ（ブンブン　
ト　ハニトゥ bunbun to hanitu5)）といい，ブヌン族でも，バナナはツォウ族同様に，名称が
3 つに分けられているのだという。
a） バナナ一般を指す「ブンブン bunbun」
b） 太くて短いバナナを指す「ブンブン　スバ bunbun suba」















5) 国立台湾大学植物標本館がつくっているウェブサイト「台湾植物誌　Flora of Taiwan 第 2 版 Flora 
of Taiwan, 2nd edition Vol.5」の「芭蕉科」，および「植物名彙與基本資訊」〉「台湾芭蕉」のなかの「各
言語俗名」には植物の学名，中国語名のほか台湾語，客家語，日本語，英語，原住民族語などが記さ
れている。それによると，台湾芭蕉は，ブヌン語で Bunbun kanito というとある。土田の bunbun 
to hanitu と同じものと思われる。つまりカニト，ハニトはアニト，つまりお化けのバナナの意味で
ある。（国立台湾大学生態學與演化生物学研究所　国立台湾大学植物標本館（2012）　台湾植物資訊
































白山人類学　24 号　2021 年 3 月
参 考 文 献
〔日本語文献〕
石垣直
  2010  書評「『瀬川孝吉　台湾原住民族影像誌　布農族篇』湯浅浩史著　日本順益台湾原住
民研究会編『台湾原住民研究』14 風響社　207-213
国際農林水産業研究センター
  1997  「バナナ」『熱帯果樹とその利用』農林統計協会　24-32
小松かおり




  1932  「台湾のバナナについて」全国中学校地理歴史科教員協議会編『全国中学校地理歴史
科教員第九回協議会及び台湾南支旅行報告』325-327
瀬川孝吉
  1954  「高砂族の生業」『民族学研究』18（1-2）49-66
ダン・コッペル（黒川由美訳）
  2012  『バナナの世界史―歴史を変えた果物の数奇な運命―』太田出版
土田滋
  2000  「書評『瀬川孝吉　台湾先住民写真誌』に見える主として現地名に付いてのコメント
および生後表」日本順益台湾原住民研究会編『台湾原住民研究』5 風響社　215-233
渡慶次賀敬
  2000「バナナ」農文協編  『果樹園芸大百科 17　熱帯特産果樹』社団法人　農山漁村文化協
会　123-132
松澤員子
  1995  「写真でみる日本統治期の台湾先住民の生活―瀬川孝吉氏の写真資料紹介」『民博通信』
68　92-95
湯浅浩史
  2000  『瀬川孝吉　台湾原住民族影像誌　鄒族篇』南天書局





  2015  『臺灣的香蕉』台灣香蕉研究所出版
台湾植物誌編纂委員会編
  1978  『台湾植物誌』5　第 1 版（Flora of Taiwan, 1st edition Vol.5）
  2000  『台湾植物誌』5　第 2 版（Flora of Taiwan, 2nd edition Vol.5）
鄭武燦
  2000  『台湾植物図鑑』（下冊）国立編訳館　茂昌図書有限公司発行
鄧澄欣・朱慶国編著
  1996  『台湾香蕉種原収集與保存図介』台湾香蕉研究所
〔参考ウェブサイト〕
国立台湾大学生態學與演化生物学研究所　国立台湾大学植物標本館（2012）　台湾植物資訊
整合査詢系統（http://tai2.ntu.edu.tw）（2020 年 12 月 10 日最終確認）
